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Ⅴ．在宅療養者の食環境整備に関する調査のまとめ 

 

第１章 調査から見えた自宅介護における食の課題 

 

第１節 介護者のリスク把握の不足 

本調査の結果、介護者は状態の確認・把握はできても、状態が指すリスクを正しく理解できていないことが分

かりました。このことが、望む対応としてレシピ集やマニュアル本などの簡易的な情報提供が多いことに繋がっ

ていると思われます。特に摂食・嚥下障害は疾患ではないため、病名が付かず、介護者が正しく危険性や注意点

を理解することが困難と思われます。 

 

第２節 病院の看護師・管理栄養士から見た課題 

本調査の結果、病院で退院時支援に関わる看護師・管理栄養士は退院後の患者の食生活について不安を感じて

おり、退院後も継続的な支援が必要ということが分かりました。摂食・嚥下障害や栄養障害に対する必要性を認

識している専門職では、レシピ集やマニュアル本などの簡易的な情報提供ではなく、在宅療養者の状態や介護者

の能力に合った個別の支援が必要と考えていることがわかりました。 

 

第３節 介護者や看護師・管理栄養士のニーズと高齢者用レトルト介護食と配食サービスのギャ

ップ 

 病院の管理栄養士は高齢者用レトルト介護食について説明を行っており、また病院の看護師・管理栄養士は配

食サービスなどの利用についても必要性を感じているという結果でした。 

 一方、介護者は一般のレトルト食品や惣菜の活用が多く、高齢者用レトルト介護食や配食サービスをあまり利

用されていないことがわかりました。 

本調査の結果、高齢者用レトルト介護食は介護者が購入先として挙げた「スーパーマーケット・薬局」での取

り扱いは少なく、「専門の卸問屋」や「通信販売」などでなければ購入できない商品が多く、介護者が購入先の

情報を把握できないことが、「介護食の種類を増やしてほしい」などのニーズとして挙がってきていると考えら

れます。 

また、高齢者用レトルト介護食の取り寄せ調査の結果、メーカー毎に使用している物性基準が異なり、また中

身も製品により異なる食品物性であり、誤嚥や窒息のリスクが高い摂食・嚥下障害がある方は注意が必要なもの

が多くありました。病院の管理栄養士が各物性基準について複合した指導を行うケースも多く、介護者が理解で

きているか不安を感じていることがわかりました。 

配食サービスは、高齢者向けの配食サービスが地域によって数が限られることもあり、また味付けが高齢者向

けであっても、硬さなどの面では分類にあてはまらないものと差がなく、咀嚼や嚥下機能の低下には対応できな

いものが多いことが分かりました。 

食の確保も重要な課題ではありますが、その選択に必要な食品に関する知識や情報、症状の理解についても今

後対策が必要と考えます。 

  



192 

第２章 今後の対応 

 調査の結果、自宅介護において食に関する情報や支援が不足していることが分かります。現在の在宅での支援

を見てみると図 V-2 のようになると思われます。 

 

 

 

 

 この図から分かるのは、食に関する支援の中で、自宅介護の場では、調理者は家族以外にも訪問介護や配食サ

ービス・デイサービス・ショートステイなど複数存在しますが、療養において重要となる食事の内容を調整・サ

ポートする存在が抜け落ちています。本調査の結果、今後必要となるのは、単なる「食の確保」ではなく、疾患・

身体機能・栄養状態・嗜好・家族の介護力・経済状態などがからむ総合的な「食事環境」を整えることであると

考えます。 

 このことから、今後の対応として、介護者などを中心とした調理者への「食事環境」を整えるための総合的な

支援が必要と考えます。本調査の結果、介護者や病院の看護師・管理栄養士が必要と感じる支援内容は慢性疾患

に対する食事療法だけにとどまらず、とろみの付け方や食べやすいレシピ、弁当の選び方など多岐に渡ります。

現在の医療・介護保険の管理栄養士の訪問栄養食事指導では対応が困難な支援内容であることから、その他のし

くみによる介護者への情報提供や退院後の継続支援が必要と考えます。 

 また一方で、介護者は「むせ」などの症状が誤嚥や窒息に繋がる危険性があることを十分できておらず、レシ

ピやマニュアル本など簡易的な方法での解決を望む傾向があります。このことから、問題を認識してもらうため

の啓発活動を併せて行う必要があると考えます。 

本事業では、調査結果を基に、介護者向けに上記に挙げた課題啓発を目的としたリーフレットとポスターを作

成しました。 

 

図Ⅴ-2：療養者を取り巻く現在の病院と在宅の支援イメージ 
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